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Version 1.1 以降で追加された機能

■Version 3.0 で追加された機能
・入力ゲインを設定する機能を追加
・環境音などのノイズを学習し、軽減するAI Noise Reduction機能を追加
・MP3形式での録音する/再生する機能を追加
・MP3形式で書き出す機能（エクスポート）を追加
・ミックスファイルの録音設定を追加
・コントローラーアプリケーション「ZOOM Handy Control & Sync」に対応
 
■Version 2.0 で追加された機能
・マイクカプセルSSH-6e、EXH-6eに対応
別売りのマイクカプセルSSH-6e、EXH-6eに対応しました。
 
・録音を一時停止させる機能を追加
録音中に （PLAY/PAUSEキー）を押すことで録音を一時停止させる機能を追加しました。
 
■Version 1.1 で追加された機能
・ガイド音をショートカット操作でON/OFFする機能を追加

（ENTERキー）を長押しすることでガイド音を即座にON/OFFできる機能を追加しました。
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Version 3.0 で追加された機能

入力ゲインを設定する

ミキサー画面から各トラックの入力ゲインを設定する

1. ホーム画面で （MIXERキー）押す

ミキサー画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）でゲインを調節したいトラックを選択して、 （ENTERキー）を押

す
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3.  （セレクトダイヤル）でゲインを調節して、 （ENTERキー）を押す

NOTE
「フォーマット」が「MP3」の場合、録音ファイルの音割れを防ぐため、波形が破線内に収まるように入力ゲイ
ンを調節してください。

4. 手順2、3を繰り返して、各入力のゲインを調節する
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ショートカット操作で入力ゲインを設定する

1. ホーム画面でゲインを調節したいトラックのトラックキーを長押しする

•  ：マイクカプセル

•  〜 ：INPUT 1〜4

2.  （セレクトダイヤル）でゲインを調節して、 （ENTERキー）を押す

ゲイン設定が確定し、ホーム画面に戻ります。
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AI Noise Reductionを使用する

環境音などのノイズを学習し、軽減することができます。

MENUからAI Noise Reductionを設定する

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「REC」を選択して、 （ENTERキー）押す

録音設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「AI Noise Reduction」を選択して、 （ENTERキー）で決定す

る

3.  （セレクトダイヤル）でAI Noise Reductionを有効にしたいトラックを選択し

て、 （ENTERキー）で決定する

「ON」にすると、ノイズの学習が始まります。学習中（3秒間）は、環境音などのノイズだけを入力して
ください。
「OFF」にすると、学習結果はリセットされます。
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ショートカット操作でAI Noise ReductionをON/OFFする
使用場面に応じて、AI Noise Reductionを即座にON/OFFできる機能です。

1. ホーム画面で （MIXERキー）を長押しする

「ON」にすると、ノイズの学習が始まります。学習中（3秒間）は、環境音などのノイズだけを入力して
ください。
「OFF」にすると、学習結果はリセットされます。

NOTE

• AI Noise Reductionを有効にするトラックはMENUから設定してください。（→AI Noise Reductionを使用す
る）

• AI Noise Reductionは毎回OFFの状態で起動します。

• AI Noise ReductionがONのときは、ホーム画面のステータスアイコン上に「A」マークが表示されます。
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MP3形式で録音する

録音データのフォーマットをMP3に設定します。

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「REC」を選択して、 （ENTERキー）押す

録音設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「フォーマット」を選択して、 （ENTERキー）で決定する

3.  （セレクトダイヤル）で設定したい項目を選択して、 （ENTERキー）で決定する

以下のフォーマットから選択できます。
MP3 128 kbps、MP3 256 kbps、MP3 320 kbps

NOTE

• MP3選択時、サンプルレートを96 kHzにすることはできません。

• サンプルレート96 kHz設定時、MP3で録音することはできません。

• MP3ファイルはA-Bリピート再生にも対応していますが、設定範囲を保存することはできません。
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MP3形式でファイルを書き出す（エクスポート）

録音済みのWAVファイルをMP3に変換して書き出すことができます。
また、ノーマライズ処理を行なって録⾳ファイルの⾳量を最適化することもできます。

1. 再生画面で、 （セレクトダイヤル）で 「EXPORT」を選択して、 （ENTERキー）を

押す
エクスポート画面が表示されます。

2. フォーマットからMP3を選択する

（セレクトダイヤル）でフォーマットを選択して、 （ENTERキー）を押

し、 （セレクトダイヤル）でMP3を選択して、 （ENTERキー）を押します。

3. ビットレートを選択する

（セレクトダイヤル）でビットレートを選択して （ENTERキー）を押し、 （セ

レクトダイヤル）で形式を選択して （ENTERキー）を押します。

以下の形式から選択できます。
MP3：128 kbps、256 kbps、320 kbps
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4. 範囲を決めて書き出すかどうか選択する

（セレクトダイヤル）で「範囲」を選択して （ENTERキー）を押し、 （セレク

トダイヤル）で設定を選択して （ENTERキー）を押します。

設定値 説明

A-B 「指定した範囲を繰り返し再生する（A-Bリピート）」で設定した2点間
を書き出します。

All すべての範囲を書き出します。

5. ノーマライズを行うかどうか選択する

（セレクトダイヤル）で「ノーマライズ」を選択して （ENTERキー）を押

し、 （セレクトダイヤル）で「ON」または「OFF」を選択して （ENTERキー）を押しま

す。

「ON」を選択すると、書き出し時にノーマライズ処理を行います。

NOTE
ノーマライズとは、音声データの最大音量を読み取って、音が歪まない範囲で音量をそろえる機能です。データ
上一番大きい音（ピーク）が歪まない最大まで音量が調節されます。
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すべての設定が終わったら、 （セレクトダイヤル）で「エクスポート」を選択し

て、 （ENTERキー）を押します。

NOTE
MP3ファイルをWAVやMP3にエクスポートすることはできません。
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ミックスファイルの録音設定をする

各トラックの音声を個別に録音する他、それらをステレオミックスしたファイルを録音します。
SDカードの容量節約のためにステレオミックスしたファイルの録音を無効にすることもできます。

NOTE

• ミックスファイルの録音設定を「ON」にしても、以下の場合はミックスファイルが録音されません。

- サンプリングレートが96 kHzの場合

- 1つのファイルしか生成されず、AI Noise ReductionがOffまたはMICに設定してある場合（例えば、録音す
るトラックが1トラックのみの場合や、ステレオリンク設定された2トラックのみの場合）

• ミックスされた96 kHzのステレオファイルを作成したい場合は、エクスポートを行ってください。（→ファ
イルの形式を変更して書き出す（エクスポート））

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「REC」を選択して、 （ENTERキー）を押

す
録音設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「ミックスファイル」を選択して、 （ENTERキー）を押す

3.  （セレクトダイヤル）で「ON」または「OFF」を選択して、 （ENTERキー）を押す
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スマートフォン／タブレットからH6essentialを操作する
（ZOOM Handy Control & Sync）

専⽤無線アダプター（BTA-1 など）を接続すると、専⽤のコントローラーアプリケーション「ZOOM Handy
Control & Sync」を使用して、スマートフォン／タブレットからH6essentialをワイヤレスで操作できます。
「ZOOM Handy Control & Sync」を使うと、複数の製品と接続し、一括で録音開始、停止、日時設定、タイム
コード同期を行うことができます。

NOTE

• あらかじめ専用アプリ「ZOOM Handy Control & Sync」をスマートフォン／タブレットにインストールして
おく必要があります。 専用アプリ「ZOOM Handy Control & Sync」はApp Storeなどからダウンロードできま
す。アプリでの設定や操作の方法については、専用アプリ「ZOOM Handy Control & Sync」の取扱説明書を
参照してください。

• オーディオインターフェース動作時（→オーディオインターフェースとして使用する）はスマートフォン／タ
ブレットからH6essentialをワイヤレスで操作できません。

• H6essentialは「ZOOM Handy Control & Sync」とUltraSync BLUEを同時に接続することはできません。

1. H6essentialの電源をOFFにした状態で本体前面のREMOTE端子のカバーを外し、専⽤無線アダプター
（BTA-1 など）を接続する

2. ディスプレイに表示が出るまで、 （電源／HOLDスイッチ）を「 」側（INPUT 1/INPUT 3端子

側）にスライドして、電源を入れる
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3. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「SYSTEM」を選択して、 （ENTERキー）

を押す
システム設定画面が表示されます。

4.  （セレクトダイヤル）で「Bluetooth」を選択して、 （ENTERキー）を押す

5.  （セレクトダイヤル）で「Handy Control & Sync」を選択して、 （ENTERキー）を押す

「Searching...」と表⽰され、接続機器の検索を開始します。

HINT

（ENTERキー）を押すことで、検索を中断することができます。
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スマートフォン／タブレットと接続を解除する
スマートフォン／タブレットでアプリを終了することで、接続解除を行うことができます。
H6essentialからBTA-1を外すことで、H6essentialと「ZOOM Handy Control & Sync」との接続を解除すること
もできます。
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Version 2.0 で追加された機能

H6essentialはシーンに応じて付属のマイクを別売りのマイクカプセルへ交換することができます。
オプションのマイクカプセル使用時には基本的に付属のマイクカプセル使用時と表示・操作に変更はありませ
んが、マイクカプセルごとに固有の設定を変更することができます。
H6essentialに対応しているオプションのマイクカプセルは以下の通りです。
 

マイクカプセル 説明

SSH-6e
Shotgun Mic Capsule

32-bit float録音に対応したMid-Sideステレオショットガンマ
イク

EXH-6e
External Input

32-bit float録音に対応した2-ch XLR/TRSインプット

オプションのマイクカプセルを使用する

SSH-6eを使用する

SSH-6eはセンターの音を拾う超指向性のショットガンマイク（Mid）と、左右の
音を 拾う双指向性マイク（Side）を組み合わせたMSステレオマイクカプセルで
す。MSサ イドレベルを調節することで、左右の音の広がりを自在に変えること
ができます。

NOTE
SSH-6eの詳細については、SSH-6eのマニュアルを参照してください。
SSH-6eのマニュアルはZOOMのWebサイト（zoomcorp.com/help/ssh-6e）からダウンロードできます。
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SSH-6eのモードを設定する
SSH-6eを使用するモードを設定します。
モードを設定することでSSH-6eは超指向性モノラルから、通常は別のマイクを準備する必要があるステレオま
で、幅広い録音スタイルに対応できます。

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「INPUT」を選択して、 （ENTERキー）を

押す
入力設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「SSH」を選択して、 （ENTERキー）を押す

3.  （セレクトダイヤル）で「モード」を選択して、 （ENTERキー）を押す
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4.  （セレクトダイヤル）で使用するモードを選択して、 （ENTERキー）を押す

設定値 説明

モノ SideマイクをOFFにし、モノラルショットガンマイクとして使用しま
す。狙った音のみを録りたいシチュエーションに適しています。

ステレオ MidマイクとSideマイクを使用して、指向性を持ちつつ左右の広がりを
残すステレオショットガンマイクとして使用します。周囲の環境音も合
わせて録りたいシチュエーションに適しています。

MS Raw ステレオファイルのLchにMidマイクの信号、RchにSideマイクの信号を
録音します。録音後のポストプロダクションにてサイドレベルを変更す
る場合に便利な機能です。
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SSH-6eのサイドレベルを設定する
SSH-6eをステレオショットガンマイクとして使用する場合に、録音前にSideマイクのレベルを設定でき、ステ
レオ幅を調節することができます。

NOTE
SSH-6eのモード設定が「ステレオ」の時のみサイドレベルの調節が可能です。

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「INPUT」を選択して、 （ENTERキー）を

押す
入力設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「SSH」を選択して、 （ENTERキー）を押す

3.  （セレクトダイヤル）で「モード」を選択して、 （ENTERキー）を押す

4.  （セレクトダイヤル）で「ステレオ」を選択して、 （ENTERキー）を押す
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5.  （セレクトダイヤル）で「サイドレベル」を選択して、 （ENTERキー）を押す

6.  （セレクトダイヤル）でサイドレベルを選択して、 （ENTERキー）を押す

-24 ~ +6の範囲で調節できます。数値が大きくなるほど左右の音の広がりが大きくなります。
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SSH-6eのノイズを軽減する（低域カット）
低域をカットして、⾵雑音やボーカルのポップノイズなどを軽減できます。

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「INPUT」を選択して、 （ENTERキー）を

押す
入力設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「SSH」を選択して、 （ENTERキー）を押す

3.  （セレクトダイヤル）で「ローカット」を選択して、 （ENTERキー）を押す

4.  （セレクトダイヤル）でカットする周波数を選択して、 （ENTERキー）を押す

ローカットはOFF／80 Hz／160 Hz／240 Hzの内から選択して設定できます。
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EXH-6eを使用する
EXH-6eは2チャンネル分の外部入力をプラスするXLR/TRSコンボ・カプセルで
す。ダイナミックマイクやラインレベルの楽器、ミキサー、音楽プレイヤーなど
の信号を入力できます。ファンタム電源の供給に対応しているため、コンデン
サーマイクの使用も可能です。
また、プラグインパワーに対応したステレオミニ端子のMIC/LINE入力端子も搭載
しています。

NOTE

• コンデンサーマイクなどのファンタム電源を必要とする機器を接続する場合は、外部電源を使用してくださ
い。

• MIC/LINE端子にプラグインパワー方式のマイクを接続するときは、プラグインパワーON/OFFスイッチをON
にしてください。

• その他、EXH-6eの詳細についてはEXH-6eのマニュアルを参照してください。
EXH-6eのマニュアルはZOOMのWebサイト（zoomcorp.com/help/exh-6e）からダウンロードできます。
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EXH-6eの入力を有効にする
EXH-6eのINPUT AまたはINPUT Bの入力を有効にします。

1. INPUT A、INPUT Bキーを押す
INPUT A、INPUT Bのステータスインジケーターが点灯し、その入力端子が有効になります。

NOTE
EXH-6eの入力音を録音するには、H6essential本体のマイクカプセルトラックを有効にする必要がありま
す。H6essential本体のマイクカプセルトラックのインジケーターが点灯していることを確認してください。
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EXH-6eのステレオリンクを設定する
EXH-6eの入力をステレオリンクすることにより、入力信号をステレオ音声として扱うことができます。

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「INPUT」を選択して、 （ENTERキー）を

押す
入力設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「EXH」を選択して、 （ENTERキー）を押す

3.  （セレクトダイヤル）で「A&B リンク」を選択して、 （ENTERキー）を押す
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4.  （セレクトダイヤル）で設定したい項目を選択して、 （ENTERキー）を押す

設定値 説明

OFF ⼊⼒信号をモノラル⾳声として扱います。

ステレオ EXH-6eの2つの⼊⼒信号をステレオ⾳声として扱います。
INPUT AがLチャンネル、INPUT BがRチャンネルとなります。

MS EXH-6eの2つの⼊⼒信号をMS方式で収音した音声として扱います。
INPUT AがMid、INPUT BがSideとなります。
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EXH-6eのサイドレベルを設定する
EXH-6eでは入力信号が「MS」設定されている場合に、録音前にサイド（Side）レベルを設定でき、入力音のス
テレオ幅を調節することができます。

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「INPUT」を選択して、 （ENTERキー）を

押す
入力設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「EXH」を選択して、 （ENTERキー）を押す

3.  （セレクトダイヤル）で「A&B リンク」を選択して、 （ENTERキー）を押す

4.  （セレクトダイヤル）で「MS」を選択して、 （ENTERキー）を押す
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5.  （セレクトダイヤル）で「サイドレベル」を選択して、 （ENTERキー）を押す

6.  （セレクトダイヤル）でサイドレベルを選択して、 （ENTERキー）を押す

設定値 説明

-24 〜 +6 数値が大きくなるほど左右の音の広がりが大きくなります。

Mute サイドマイクレベルがミュートされます。

Raw ステレオファイルのLchにMidの信号、RchにSideの信号を録音します。
録音後のポストプロダクションにてサイドレベルを変更する場合に便利
な設定です。
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EXH-6eのノイズを軽減する(低域カット)
低域をカットして、⾵雑音やボーカルのポップノイズなどを軽減できます。

1. ホーム画面で、 （セレクトダイヤル）で 「INPUT」を選択して、 （ENTERキー）を

押す
入力設定画面が表示されます。

2.  （セレクトダイヤル）で「EXH」を選択して、 （ENTERキー）を押す

3.  （セレクトダイヤル）で「ローカット A」または「ローカット B」を選択し

て、 （ENTERキー）を押す

4.  （セレクトダイヤル）でカットする周波数を選択して、 （ENTERキー）を押す

ローカットはOFF／80 Hz／160 Hz／240 Hzの内から選択して設定できます。

29



録音を一時停止する

録音を一時停止することで、録音したくない区間のmicroSDカード容量を節約することができます。

1. 録音中に （PLAY/PAUSEキー）を押す
録音を一時停止します。

録音を再開するときは、再度 （PLAY/PAUSEキー）を押します。

NOTE
録音を再開した箇所には自動的にマークが付加されます。
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Version 1.1 で追加された機能

使用場面に応じて、ガイド音を即座にON/OFFできる機能です。

ガイド音をショートカット操作でON/OFFする

ガイド音をON/OFFする

1. ホーム画面で、 （ENTERキー）を長押しする

ガイド音がONまたはOFFになります。
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このマニュアルについて

• microSDロゴ、microSDHCロゴ、microSDXCロゴは商標です。

• USB Type-Cは、USB Implementers Forumの商標です。

• 他の者が著作権を保有する CD、レコード、テープ、実演、映像作品、放送などから録音する場合、私的使用
の場合を除き、権利者に無断での使用は法律で禁止されています。著作権法違反に対する処置に関して、株
式会社ズームは一切の責任を負いません。
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